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では複数レベルの障害を看ずる例が大多数であった良手
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各症例の病態像をこ応じて手術 議々を選択することをこより,

良好な手術成績を得ている.
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0.5テスラMR王を使用し,自覚症状から腰部椎間

板J＼ルニアが疑われた冒0例をこつきMR互を施行した釣

でそのスクリ--エソグ検査の意義をこついて報嘗Aする.
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椎間板の変性やクモ膜下腔の摺三緋像が,蜜た VT息強調
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程度でありきE3常外来で約枚登として利薫遷し縛るもので

あるや②渡橋以外をこ何らかの下肢の症状ある摘£触覚的
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的症候より推定し′た責任病鷺がMR畳にて特定L得た邪

飛 (73%)瑚志例は,脅髄腔遺影を施行せずとも腰椎椎

間板疾患の確窪診断が可能であると思われたセその他の

遠田例に関しては椎間関節症や変形性脊椎症等の髄の廉舵

疾患が鑑別の対象となり髄の補助診断を要した｡
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葉に転x窮x穏cmの大きな皮質下出血が認められたの

で挺ち紅開頭術施行され血経除去内外減圧術が試みられ

たtしかし出血の:諾ソトロ-ルがむずかしく,脳経膳も

高度であったため目的を果たせず術後死亡したや




